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はじめに
変化の時代にあって、子どもたちに自ら学び自ら考える力や豊かな人間性などの「生

きる力」を育成する教育を行うことが期待されています。そのためにも、２１世紀を生き

る子どもたちの教育を直接担っている教員の資質向上への取り組みはもとより、学校が直

面している問題解決に向けての研究が今特に求められています。

そこで、平成１５年度は１１研究部会に分かれて教育研究と教材開発に取り組んできま

した。本年度 『小学校総合的学習 『算数・数学科教育 『音楽科教育 『デジタルコ、 』、 』、 』、

ンテンツ』の４研究部会は昨年度より２年間の教育研究・教材開発の本発表の年でもあり

ます。それぞれの研究テ－マと研究のポイント（＊）は、次のとおりです。

１ 「生きる力」を育てる総合的な学習の創造

－ 個の学びを充実させるための支援と評価 －

＊小３～６年の実践を通し、地域との関わりから、自己の成長をめざした。

２ 小・中連携による算数・数学の基礎力定着

－ 小・中学校における分数計算力定着率調査 －

＊分数テストから「つまずき」を明確にし 「補充学習」による分数計算力の定着を、

検証した。

３ 音楽活動への意欲を高める指導の研究

－ 楽しく基礎的な能力を身につけるための指導方法 －

＊「リズム感」と「読譜」の能力を、楽しく無理なく身につけるための指導法による

授業実践を通して、意欲を高める指導を目指した。

４ デジタルコンテンツの作成と活用

＊学習への興味づけ、学習意欲の向上を高めることのできるデジタルコンテンツの

作成と活用を研究した。

このように、研究員の皆さんは学校現場での研究授業、その検証など、ＰＤＣＡサイク

ルで研究を深め、新たな指導方法の改善に取り組んできました。

ここに、本年度の本発表の４研究部会の研究報告と、次年度の本発表予定の７研究部会

の中間報告を掲載させて頂きました。

研究部会のテ－マは、心の教育から教科教育、情報教育、評価・評定といった多岐にわ

たっています。そのことはとりもなおさず学校が抱えている問題が多いと言うことです。

このように解決すべき問題一つひとつに対して、示唆に富んだ研究成果を皆さんにお示

しできれば嬉しい限りです。そして、この報告書が皆さんの教育の前進の一助になれば幸

甚です。

最後になりましたが、この研究を進めるにあたり、顧問講師並びに専任講師の先生方に

は何かとご指導頂きましたことを厚くお礼申し上げます。

平成１６年２月

尼崎市教育総合センタ－

所長 伊藤 征人
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４ 研究のまとめ
(１) 「総合的な学習の時間」の満足度

総合的な学習の時間の満足度について，平成 年 月に調査した。15 12
「好き・どちらかといえば好き 「きらい・どちらかといえばきらい 「わからない」」 」
の順に浜小３年「 ％， ％， ％ ，尼崎北小５年｢ ％， ％， ％ ，園田小６年82 23 0 86 7 7」 」
「 ％， ％， ％ ，３校平均すると 「 ％， ％， ％」であった。73 15 12 80 13 7」 ，
次に具体的にどんなところが好きかきらいかをたずね，分類整理してみた。

どんなところが好きですか どんなところがきらいですか
３年 調べるのがしんどい １人友だちと協力 １２人
（浜小） けんかになる １人調べ活動 １０人

発表の準備 ２人発表 ６人
話し合い １人 一人でしたい １人
まとめる １人

５年 何か一つをつくることが苦手 １人調べ活動 １１人
８人（ ）尼崎北小 友だちと協力
６人自分で課題を決める

５人発表
お礼をいわれた １人

６年 発表するのが少しいや ２人調べ活動 ９人
（園田小） 他の組とやること １人いろいろな人とのふれあい ３人

自分の成績が落ちていくようで １人友だちと協力 ２人
自分の意見がいえる １人 やることが多い １人
実際に体験できる １人

「どんなところが好きか」まず第一に 「調べ活動」である。調べ活動の中身を表す，
と 「外に出て調べること 「インタビューできること 「みんなと調べること 「調べ， 」 」 」
てわかること 「コンピュータで調べること」である 「知らないことを調べていき，」 。
それがわかった時，言葉で表せないほどうれしいからです （５年）等，答えている。」
第二に 「友だちとの協力」も大きな位置を占めている 「みんなと学習するところ， 。
が好き 「みんなで力を合わせられるところ 「一人でやるとできるかなと思うけど，」 」
グループのみんながいるからじしんがつきます （３年 「自分は最初はぜんぜん力が」 ）
なかったけど，みんなと協力したり，まわりの人が教えてくれるところ （５年）等，」
答えている。
第三に 「発表」である 「発表するときのきんちょうかんがすきです （３年 「み， 。 」 ）
んなで協力しながら発表できる 「発表して『初めて知った』といってくれる （５年）」 」
等，答えている。
第四に 「自分で課題を決める」である 「課題を自分で決められて，自分で追究で， 。
きるから楽しい 「好きな課題を選べてそれなら一生けん命とりくめる 「自分にあっ」 」
た課題を最後までやりとげる 「自分で決め，そのことをいっぱい調べること 「自分」 」
の調べたいことやりたいことができるから好きです （５年）等，答えている。」

， ， ，このようなことから総合的な学習では 課題を自分で決めたり 友だちと協力したり
いろいろな方法で調べたり，いろいろな人とふれあったりすることができたことに，子
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どもたちは喜びや楽しさを感じていることがわかる。

(２) 「自己評価」と「他者からの評価」との関係－自信や自己肯定感を育むために－
下の表は，２学期の振り返りカード３場面（見つける，調べる，広める）から，自信
・自己肯定感につながる言葉を「育てたい５つの力 （尼崎北小）と「情意的内容」で」
分類整理したものである。

自信・自己肯定感につながる言葉( )95
１１責任感 ( )11 人まかせにしなかった
１２コミュニケー 自分の意見を言えた

ション力 大きな声でうまく発表できた ７
( ) 分かりやすく伝えることができた ４28

みんなの意見を聞いて自分の意見を言えた ２
アドバイスができるようになった １

協力や思いや グループで協力できた ８
る心( ) 友だちがまよっているとき助けてあげた １9

１２追究力 自分で資料を集めたり調べたりできた
( ) 自分で進めていけるようになった １13
判断力 自分でいる資料と入らない資料を分けることができた ７
( ) 調べていろいろなことがわかった ７21

自分で考えて書いたりまとめたりした ４
他の人の意見をよく聞き，アドバイスしたらいいことがわかった １
友だちと協力することでよりよいものができることがわかった １
調べたことを広めることはいいことだとわかった １

１１情意的内容 収穫祭がうまくいってとてもうれしかった
( ) 先生に中間発表をほめられてとってもうれしかった １13

４年生の手紙をみて 「成功した」と思った １，

表のとおり，何かができるようになったという自信や自己肯定感につながる言葉が見
られた。ここでは「コミュニケーション力」や「判断力」の領域に関する言葉が多く，
特に「自分で意見を言えた 「自分で資料を集めたり調べたりできた 「人まかせにし」 」
なかった 「収穫祭がうまくいってとてもうれしかった」といった内容が上位を占めて」
いた。
このような自信や自己肯定感が生まれるための実践における条件は，何であろうか。
まず第一は 「自己目標をたてること」である。，
５年（尼崎北小）では，各場面ごとに自己目標を設定し，自己表現・自己評価をくり
かえしている。まず何をめざすのかという具体的な自己目標を意識させている。子ども
が自己目標を設定するための工夫として，教育目標の提示から自分の学習課題を考えた
り，活動場面の流れを見通す中で自己目標をたてたりしている。
また，他の学校の実践においてもそれぞれに自己目標をたてる工夫をしている。
６年（園田小）では，発表の仕方の評価基準を子どもとともにつくることによって，
自己目標の具体的な観点として生かす工夫をしている。３年（浜小）では，社会科の発
表会のビデオを見ることによって 「相手にわかりやすい発表」を具体的にイメージさ，
せ，自己目標となるような工夫をしている。４年（立花南小）では，阪神淡路大震災に

， 。ついて家族や地域の人からの聞き取りによって 自己目標を設定するよう工夫している
第二は 「他者からの評価」の場の設定である。，
５年（尼崎北小）の学習履歴図（ 人）を見ると，ほとんどの子が中間発表会で友30

， ， 。 ，だちからのアドバイスを受けて がんばろうという意欲を持ち 取り組んでいる また
教師のアドバイス，コメント，下線，花マル等も学習意欲を高めたと考えられる。そこ
では，友だちや教師のアドバイスは決して「ただほめること」だけでなく，その子の良
さや不十分な点を指摘している 「他者からの評価」を受け入れることができたのは，。
子ども同士や教師との信頼関係が土台としてあるからではないかと推測される。
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以下，学習履歴図の例である。

※11/28「声を大きくした方がいいというアドバイスや家系図を大きくした方がいい
というアドバイスが多くてびっくりした。アドバイスを見て，四年生に見せる時には
アドバイスに書かれたことをもとにしてやりたいです」→12/2「スマイルパーティ
は成功しました。声も大きくできたし，とてもあんしんしました」
※11/28「アドバイスでつまりすぎ，声が小さいなどほとんどでした。そして，私達
は休み中に自分のところをカンペキに大きな声でという目標にしました。今日のクラ
スの発表は失敗だったけどこんどは成功できるようにがんばります」→12/2「上手
に発表できたし，自分でも満足したしゅうかくさい。きっと４年の人にも伝わったと
思いました 」。
※11/14「今日はどの米料理をさいようするか，決めました。これは先生のアドバイ
スのおかげです。これから先どんどんがんばっていけそうです。それに今日は自分で
ペープサートのセリフも考えました 」。
これらの学習履歴図から 「他者からの評価」の場は信頼関係を土台として，評価を，
受け入れ，よりよいものにしようと努力した結果 「自分なりに満足した」または「他，
者から認められた」ことによって，自信や自己肯定感につながるものと考えられる。
子どものみならず大人も含めた多様な「他者からの評価」は大きな自信や自己肯定感
につながる。４年（立花南小）の総合的な学習の取り組みは読売新聞( ）に掲H16.1.15
載され，子どもたちにとって大きな自信になったことだろう。
第三に，振り返る場の設定である。
振り返りカードや学習履歴図等学習カードを活用して，自分で自分のことを振り返る
場を持つことである。今までできなかったことができるようになったこと等，自分の成
長や伸びを実感することができることによって，自信や自己肯定感につながっていくも
のと考えられる。

(３) 評価規準・評価基準の設定と活用
評価規準・評価基準の設定の仕方によって，子どもの学びのとらえ方が大きく変わっ
てくる。子どもの学びのとらえ方が変われば，支援や手だての方向性も変わってくる。
本実践では，どの教師も共有できるような評価規準・評価基準を設定したり，その活
用について工夫したりしている。
まず第一に，評価基準を数で表すという試みである。
３年（浜小）では，情報の集め方について「複数の情報を集める」という評価基準を
設定して，経験の乏しい３年生に対してインタビュー，アンケート等多様な情報の集め
方を経験させたいというねらいを持ち，どのグループも２つ以上の方法で情報を集める
ことができた。目的や学年によっては，評価基準を数で表すことも学びを充実させるう
えで有効であると考えられる。
第二に，評価規準・評価基準を子どもとともにつくるという試みである。
６年 園田小 では 子どもとともに評価規準や評価基準をつくることによって 教（ ） ， ，「
師が提示する場合よりも意欲が高まる 等考察している また子どものカードには 自」 。 ，「
分の気持ちをもう少し書いていたほうがいい 写真があってわかりやすかったです 落」「 （
書きを消す前と消した後の写真 」等評価規準を取り入れたアドバイスを送っている。）
第三に，評価規準・評価基準をもとにした支援，指導性の発揮である。
３年（浜小）では，教師が３年のめざす「わかりやすく表す」とは何なのかを具体的
な姿を考え，グループや個人との対話を通して，教科の力を生かしたグラフや表を使っ
たり，また，プレゼンテーションソフトなどを提示し，効果的な表現方法の幅を広げよ
うと教師の指導性を発揮している。４年（立花南小）では，阪神淡路大震災と「自分と
の関係をつかむ」ために，ビデオ視聴，親子作文，社会見学等，子どもが興味関心を持
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つための細やかな支援をしている。
このように単元において評価規準・評価基準を具体的に設定することによって，より
具体的な支援となってきた。その具体的な支援によって子どもたちは目標をはっきりと
とらえることができた。評価基準表が紙面でできたことよりどう活用するかの方が大切
なことである。また，たとえその時点で満足できる評価基準に達していない子も，経験
することによって，次の活動の基礎となってくるものととらえたい。
自己評価は「子どもの内側にある尺度」によって行われる 「子どもの内側にある尺。
度」は同じところにとどまるものではない。評価規準・評価基準は「子どもの外側にあ
る尺度」である。評価規準・評価基準は子どもに公開されることによって，自己目標の
きっかけとなる 「子どもの外側にある尺度」が有効に働いてこそ 「子どもの内側の。 ，
尺度」は鍛えられていくものと考えられる。様々な「子どもの外側にある尺度」にふれ
て，自己目標・自己表現・自己評価というスパイラルな学びが展開されるのであって，
そこに自信や自己肯定感がうまれるものであると考えることができる。
実践研究を終えて，今後の課題は以下のとおりである
・新たなカリキュラム開発をどう進めていくか
・自己目標，自己表現，自己評価の場をどのように設定していくか
・ 他者からの評価」の場の設定をどのようにしていくか「
・評価規準，評価基準をどのように活用していくか
・ポートフォリオ検討会をどのように進めていくか。
・学びの変容を読みとるための工夫をどのようにするか
・個の学びを読みとる鑑識眼をどのように高めるか

５ おわりに
「稲穂が傾き黄金の波が立つ。この田園が放散する気を受けて，これに働きかける児
童の心眼を開くことは指導上極めて重要である ・・・当日空一面に曇って今にも降り。
出し相な天候である 『さあ，天気が悪いからのばさうか 』と言うと，口口に『いけ。 。
る 『降たつてかまへん 『いけます 『いかう』仲には天気予報を聞いて来て『曇です』 』 』
が時々晴れ間をみせる』等々誰一人延期しようと言う者がない。この時仕事の計画を聞
いてみた。分類して見ると， 稲刈りの模様を写生する 稲穂に籾が幾つ着いているか1. 2.
調べる 一株に稲が何本出ているか数える 稲の長さを測定する ずゐ虫取り蝗取りを3. 4. 5.
して調べる 稲刈りの仕方や田に植ゑてある物を研究する等『前日のお約束を忘れぬ様6.
に』と言つて，合羽を持ち長靴を履いて出懸けた」これは，兵庫県園田第二小学校（現
園和小学校）神田清市が昭和八年十一月中尋二児童四十名に実施した学習の実際記録の
一部である 「児童は環境に触発されて成長発展する」と言う。合科学習をどのような。
思いで実践したのだろうか。７０年の時が過ぎ，今私たちはどのような思いで子どもた
ちを導いていけるのだろうか。さらに総合的な学習の研究を深めつつ，２１世紀を生き
る子どもたちが挫けることなく生涯を通して学び続けることを願いたい。
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